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豊中市まち・ひと・しごと創生総合戦略の 

進捗状況の検証について（答申） 

 

 平成 30年(2018年)8月 1日に本委員会に諮問された、豊中市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の進捗状況の検証について、審議結果を別紙のとおり答申し

ます。 
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１ 

Ⅰ．答申にあたって 

 

 

 国の地方創生の取組みに合わせ、豊中市は、平成 27 年（2015年）に「豊中

市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」と「豊中市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」（以下、「豊中市総合戦略」という）を策定しました。豊中市総合戦

略では、2040年の人口展望を 38万人とし、将来の方向性として「まちの魅力

にひとが集い、しごとが生まれ、未来につながる」を掲げ、5つの基本目標を

基に取り組みを進められています。 

 

 豊中市まち・ひと・しごと創生総合戦略委員会は、豊中市総合戦略の進捗状

況の検証を通じて、取組みがさらに推進されるよう審議を行っています。 

 取組みから 3 年が経過し、当委員会では、基本目標や具体的施策のＫＰＩ（以

下、「ＫＰＩ等」という）が今回の数値に至った背景や、想定される背景から見

える必要な取組み、また、地方創生の交付金を活用した事業の効果と課題を審

議しました。 

 

 次のとおり審議結果をとりまとめましたので、今後の施策に活かしていただ

き、魅力あふれるまちにつながることを期待します。 

 

 

 

 平成 30 年(2018年) 10月 4 日 

豊中市まち・ひと・しごと創生総合戦略委員会 

  会長 高橋 一夫
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Ⅱ．審議結果 

 

 

１. 豊中市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について 

ＫＰＩ等の目標達成に向け、国家戦略特区制度を活用した公園への保育所 

整備等により待機児童数がゼロになるなど、概ね順調に進んでいる。 

 ただし、社会環境が日々変化していくなか、ＫＰＩ等だけでなく、時代の 

変化に対応した柔軟な取組みを進める必要がある。 

  今回、隔年の市民意識調査を実施し、初めて進捗を測ったＫＰＩがあった。 

  「子育てがしやすいまちであると感じている市民の割合」を例にあげると、 

平成27年度から数値が10ポイントも下がっているが、市民意識調査の回答を見 

ると「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」は減っているものの、「わか 

らない」が20ポイント近く増えている。 

  市民意識調査を活用するＫＰＩ等については、数値のみを見るのではなく、 

前例の「わからない」が増えている理由、年代別と地域別を組み合わせたクロ 

ス集計などを行うなど、数値の示す背景も分析いただきたい。また、背景が見 

えにくいものについては、他市比較をするなどの方法も検討されたい。 

その他、豊中市総合戦略に掲げている「人口の将来展望」と取組み結果に 

おける今回の推計人口の比較や、社会増加数が大幅に増えた分析を行われた

い。その分析を通して豊中の魅力を見つめ直し、市民の方が市内外に発信し

やすい環境を作るために、市がわかりやすい発信をする必要がある。 

２. 平成29年度地方創生関係交付金に係る事業報告について 

  平成29年度（2017年度）に地方創生推進交付金を活用した「一億総活躍社 

会実現のための豊中チャレンジ就労支援事業」と「一億総活躍社会実現のため 

の自治体間連携による就労支援事業」は、ＫＰＩの実績値から有効であった。 

  ２つの事業は、社会参加できない若者や結婚・出産を機に離職した女性な 

どの就労困難者にとって、一つのステップとしては大切であり、長期的に見る 

と非常に重要である。 

  事業については、就労後のモニタリングなど参加者のフォローアップにも 

力を入れるよう留意されたい。また、費用対効果の観点から、さらに就労につ 

ながる工夫を検討されたい。 
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Ⅲ．審議経過 

 

回 開催日程 内 容 

第1回 
平成30年 

8月1日（水） 

豊中市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況

の検証の諮問について 

第2回 9月18日（火） 答申案について 

 

 

 

Ⅳ．審議会委員 

 

 区分 名前 所属等 

1 

学識経験者 

○ 石川 路子 甲南大学経済学部 教授 

2 ◎ 高橋 一夫 近畿大学経営学部 教授 

3 山下 香 
流通科学大学人間社会学部 

観光学科 准教授 

4 商工業団体代表 吉村 直樹 豊中商工会議所 副会頭 

5 金融業代表 足達 紀幸 
北おおさか信用金庫 業務推進部 

地域支援室 副室長 

6 報道業代表 古川 圭子 
株式会社毎日放送アナウンサー

室 アナウンス部 マネージャー 

7 労働者代表 重澤 嘉男 連合大阪豊中地区協議会 議長 

8 市民 甲斐 響太郎  

◎会長、○会長職務代理者 

※区分ごとに五十音順、敬称略、役職等は平成30年(2018年)6月1日現在 


